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大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
に
結
集

す
る
県
下
会
員
組
織
・
組
合
員
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
、
労
福
恊
諸
活
動
展
開
に
あ

た
っ
て
会
員
の
皆
様
に
暖
か
い
ご
理
解

と
絶
大
な
ご
居
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
成
果
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
子
の
年
・
二
〇
〇
八
年
が
幕

を
明
け
ま
し
た
。

　

子
年
の
「
子
」
の
字
は
「
増
え
る
」

こ
と
を
意
味
し
、
種
子
の
中
に
新
し
い

生
命
が
芽
生
え
る
様
子
を
表
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
不
安
定
か

つ
不
透
明
で
あ
り
、
夢
や
希
望
を
抱
け

る
社
会
は
未
だ
に
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
会
は
今
、
与
野
党
勢
力
が
衆
議
院

と
参
議
院
で
逆
転
す
る
と
い
う
ね
じ
れ

現
象
が
続
く
中
で
会
期
再
延
長
が
行
わ

れ
、
衆
議
院
解
散
総
選
挙
が
近
づ
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
政
治
状
況
の
混
迷
さ
と
比
例
し

て
、
勤
労
者
の
暮
ら
し
も
年
々
苦
し
さ

や
厳
し
さ
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
仲
間
戦
後
最
長
の
「
い
ざ
な

ぎ
景
気
」
を
超
え
た
景
気
回
復
傾
向
と

い
わ
れ
な
が
ら
、
増
収
増
益
の
企
業
実

績
で
あ
り
な
が
ら
、
株
主
配
当
や
役
員

報
酬
は
倍
増
し
な
が
ら
、
そ
の
豊
か
さ

が
勤
労
者
に
及
ば
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
泉
〜
安
倍
政
権
は
徹
底
し
て
ア
メ

リ
カ
に
追
従
、
強
い
者
を
さ
ら
に
強
く

し
、
弱
い
者
は
容
赦
な
く
倒
し
て
い
く

弱
肉
強
食
の
政
策
を
強
行
し
続
け
ま
し
た
。

　

企
業
に
お
い
て
は
、
正
社
員
か
ら

パ
ー
ト
や
派
遣
等
、
安
く
使
え
て
い
つ

で
も
解
雇
で
き
る
非
正
社
員
へ
と
雇
用

を
切
り
替
え
て
い
き
ま
し
た
し
、
政
治

に
お
い
て
は
、
取
れ
る
と
こ
ろ
・
取
り

や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
取
る
と
い
う
安
易

な
社
会
保
険
料
や
税
の
増
に
終
始
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
が
、
９
年
連
続
し
て
の
年

収
減
少
で
あ
り
、
す
で
に
全
雇
用
労
働

者
数
の
３
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
パ
ー

ト
や
派
遣
等
、
非
正
社
員
の
増
加
で
あ

り
、
700
万
世
帯
に
及
ぶ
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
と
称
さ
れ
る
生
活
保
護
世
帯
以
下
で

働
く
層
の
急
増
で
あ
り
ま
す
。

　

06
年
に
お
け
る
民
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
年
間
所
得
200
万
円
以
下
は
、
21
年
ぶ

り
に
１
千
万
人
を
超
え
ま
し
た
し
、
年

収
300
万
円
以
下
は
、
年
々
増
加
し
全
体

の
３
割
以
上
を
占
め
て
１
７
０
０
万
人

に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

景
気
は
回
復
し
た
と
言
わ
れ
て
も
、

労
働
者
・
生
活
者
の
生
活
が
全
く
改
善

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
逆
に
、
収
入
は

減
り
続
け
負
担
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
。

　

こ
れ
が
、
こ
の
国
の
現
実
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　

企
業
を
支
え
社
会
を
つ
く
り
、
こ
の

国
を
発
展
さ
せ
て
き
た
最
大
の
貢
献
者

は
、
額
に
汗
し
て
働
く
労
働
者
で
あ
る

の
に
、
ネ
ッ
カ
フ
ェ
や
日
雇
い
派
遣
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
プ
シ
ョ
ン

等
、
労
働
者
を
「
人
」
と
し
て
で
は
な

く
「
物
や
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
し
て
扱
っ
て

い
る
こ
と
に
怒
り
を
覚
え
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、働
く
者
の
立
場
か
ら「
労

働
の
尊
厳
」
を
強
く
訴
え
た
い
と
願
い

ま
す
。

　

働
く
こ
と
を
ほ
こ
り
と
し
、
自
信
を

持
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
追
求
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
進
め
る
福
祉
活
動
は
、
心

と
体
の
栄
養
素
で
あ
り
、
明
日
の
労
働

へ
の
活
力
源
で
も
あ
り
ま
す
。

　

労
福
恊
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
働

く
仲
間
に
福
祉
の
光
を
あ
て
る
た
め

に
、
実
効
あ
る
福
祉
諸
施
策
の
遂
行
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
し
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
「
働
く
者
の
た
め
の

福
祉
政
策
実
現
」
行
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、大
分
地
区
労
福
恊
は「
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
ソ
レ
イ

ユ
２
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
連
合
大
分
の
呼
び
か
け
に

よ
り
労
福
恊
と
構
成
す
る
福
祉
事
業
団

体
で
一
年
間
に
わ
た
っ
て
検
討
を
進
め

て
い
た
も
の
で
、
組
織
労
働
者
は
も
っ

と
よ
り
未
組
織
で
働
く
多
く
の
仲
間
が

抱
え
る
悩
み
や
問
題
に
対
し
て
こ
れ
ま

で
の
労
働
相
談
等
に
加
え
、
医
療
や
介

護
、
住
ま
い
や
税
金
な
ど
、
よ
り
多
く

の
相
談
に
お
答
え
し
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
「
労
働
者
の
拠
り
所
」
と
し
て

の
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
通

じ
て
福
祉
事
業
団
体
の
運
営
に
も
貢
献

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

規
制
緩
和
に
伴
う
競
争
激
化
や
組
合

員
の
減
少
等
に
に
よ
り
、
福
祉
事
業
団

体
の
経
営
状
況
も
決
し
て
安
心
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
働
く
仲
間

や
生
活
者
の
安
心
・
安
全
に
は
絶
対
不

可
欠
の
事
業
で
あ
り
、
構
成
会
員
相
互

に
よ
る
健
全
経
営
の
努
力
と
、
地
域
へ

の
さ
ら
な
る
広
が
り
を
共
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
労
福
恊
は
、
県
内
労
働
者
の
限
り

な
い
福
祉
を
追
求
す
る
立
場
か
ら
、
本

年
も
構
成
会
員
の
事
業
発
展
に
全
力
投

球
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

と
同
時
に
、
私
ど
も
県
労
福
恊
の
事

業
も
時
代
の
声
に
応
え
う
る
形
に
前
進

改
革
さ
せ
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
お

り
、
求
め
る
・
求
め
ら
れ
る
次
代
像
を

検
討
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

取
り
巻
く
環
境
変
化
に
揺
る
ぐ
こ
と

な
く
、真
の
働
く
仲
間
の
代
表
と
し
て
、

会
員
組
織
・
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
た

活
動
を
共
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
が
一
層
飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
、

そ
し
て
関
係
す
る
全
て
の
皆
様
に
と
っ

て
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

大
分
県
労
福
恊
が
主
催
す
る
「
福
祉

研
修
会
」が
中
央
労
福
恊
の「
福
祉
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
９
月
〜
11
月
）」
に
あ
わ

せ
て
、
11
月
15
日（
木
）13
時
30
分
か

ら
全
労
済

ソ
レ
イ
ユ

で
労
福
恊

加
盟
組
織

の
役
・
職

員
約
70
名

が
出
席
し

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

研
修
会

は
、
嶋
﨑

龍
生
会
長

の
主
催
者

あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
来
賓
と
し
て
大

分
県
商
工
労
働
部
・
河
野
建
造
課
長
補

佐
の
祝
辞
の
あ
と
、
労
働
者
福
祉
中
央

協
議
会
・
笹
森
清
会
長
の
「
労
働
運
動

と
労
福
恊
活
動
の
歴
史
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
基
調
講
演
に
入

り
ま
し
た
。

　

笹
森
会
長
は
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
日
本

国
家
改
造
戦
略
と
民
主
化
５
大
政
策

（
経
営
・
人
権
・
教
育
・
女
性
の
権
利
・

労
働
組
合
政
策
）か
ら
60
年
代
の
安
保
・

三
井
・
三
池
紛
争
を
へ
て
70
年
代
の
日

本
型
労
使
関
係
（
終
身
雇
用
・
年
功
序

列
賃
金
・
企
業
別
組
合
）
に
よ
る
高
度

成
長
期
、し
か
し
90
年
代
に
は
政
治（
単

独
政
権
〜
連
立
政
権
）
経
済
（
イ
ン
フ

レ
〜
デ
フ
レ
経
済
）
労
働
（
労
働
４
団

体
〜
連
合
労
働
運
動
）
と
変
化
を
し
て

き
た
。
今
日
の
少
子
・
高
齢
化
・
人
口

減
少
社
会
の
な
か
で
労
働
・
福
祉
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、市
民
セ
ク
タ
ー
、

社
会
セ
ク
タ
ー
の
一
員
と
し
て
社
会
の

担
い
手
と
し
て
共
感
を
得
ら
れ
る
運

動
、
職
場
か
ら
地
域
活
動
拠
点
に
地
域

社
会
に
貢
献
で
き
る
組
織
が
必
要
、
全

国
ネ
ッ
ト
、
活
動
拠
点
を
持
っ
て
い
る

労
福
恊
の
役
割
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
連
合
大
分
・
福
嶋
敬
充

副
事
務
局
長
か
ら
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
設
置
経
過
と
課
題
」
と
題
す

る
活
動
報

告
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

活
動
報

告
で
は
、

昨
年
11
月

20
日
の
連

合
大
分
・

各
事
業
団

体
・
県
労

福
恊
に
よ

る
「
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
設
立
検
討
委
員
会
」
結
成

以
降
の
検
討
内
容
が
報
告
さ
れ
、
具
体

的
に
は
、
11
月
29
日
に
大
分
地
区
労
福

恊
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

開
所
す
る
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
（
総
合
生
活
支
援
）
に
よ
る
、
勤

労
市
民
が
安
心
・
安
全
で
豊
か
に
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
事
業

団
体
・
連
合
大
分
・
退
職
者
連
合
・
行
政
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
・
組
織
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
め
、
助
け
合
い
、
支
え
あ

い
を
基
盤
と
し
た
勤
労
者
の
福
祉
活
動

を
担
え
る
活
動
を
行
う
こ
と
の
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
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応 募
方 法

あ て
先

第
34
回（
機
関
紙
77
号
）

ク
イ
ズ
の
答
え

＝
敬
称
略
＝

河
野
ひ
と
み（
大
分
市
）

泥
谷　

裕
司（
佐
伯
市
）

加
藤　

昌
俊（
津
久
見
市
）

三
笘
真
衣
子（
日
田
市
）

園
田　

洋
一（
大
分
市
）

○35

森
田
ふ
み
よ（
別
府
市
）

児
玉　

千
秋（
佐
伯
市
）

矢
野　

由
美（
佐
伯
市
）

澤
田　

照
彦（
大
分
市
）

河
野　

茂
徳（
佐
伯
市
）

労福協クイズ労福協クイズ
簡単な設問ですので奮ってご応募ください。

労福協クイズ労福協クイズ労福協クイズ

①  

白
鵬　

②  

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

①現代の経済は○○○経済。

②労金では、お客様の可処分所得向上の
　　　取組みとして○○○○○強化月間を
　　　　　　　　　　設けて推進しています。

機
関
紙
77
号
の
第
34
回
ク
イ
ズ
に
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

連
合
大
分
・
大
分
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
嶋

﨑
龍
生
会
長
）
が
主
体
と
な
り
設
立
し
た
、
暮
ら

し
の
相
談
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る
大
分

地
区
労
福
恊
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
開

所
式
が
11
月
29
日
、
大
分
市
中
央
町
の
全
労
済
ソ

レ
イ
ユ
で
開
か
れ
た
。

　

開
所
式
に
は
連
合
大
分

や
労
働
金
庫
・
全
労
済
・

総
合
生
協
・
勤
労
県
民
共

済
会
・
勤
労
者
医
療
生
協
・

県
生
協
連
な
ど
の
事
業
団

体
の
代
表
、
大
分
県
、
大

分
市
の
関
係
者
約
40
名

が
出
席
し
た
。

　

嶋
﨑
龍
生
会
長
は
「
地

域
の
な
か
で
連
合
や
福
祉
事
業
団
体
が
大
き
く
広

が
る
拠
点
と
し

て
、
地
域
に
顔

の
見
え
る
運
動

に
努
力
し
て
ゆ

き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
た
。

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は

大
分
県
内
で
働

く
勤
労
者
の
労

働
・
生
活
・
福
祉
・

医
療
な
ど
幅
広

い
生
活
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
す

る
。
生
き
が
い

相
談
で
は
文
化

活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
、

旅
行
・
旅
行
レ

ジ
ャ
ー
情
報
の

提
供
も
行
う
。

「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
所
式

「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
所
式

「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
所
式

大
分
地
区
労
福
恊

ライフサポートセンター開設のご案内

ライフサポートセンター
大分地区労働者福祉協議会

大分市中央町4-2-5 ソレイユ2F 大分地区労働者福祉協議会内
TEL097-533-5655  FAX097-533-5658

　大分県労働者福祉協議会を構成する各団体は、地域における生涯福祉の実現、
共助システム確立等、総合生活支援事業（ライフサポート事業）を創設し、勤労者・
市民が安心・安全で豊かに暮らせるよう地域社会の実現をめざす組織として、
ライフサポートセンターを11月29日に開設しました。

●ライフサポートセンターは、以下の団体が責任をもって運営します。
◆大分県労働者福祉協議会 ◆全労済大分県本部 ◆九州労働金庫大分県本部
◆大分県勤労県民共済会 ◆大分県勤労者医療生協 ◆日本労働組合総連合会大分県連合会など

●電話・面談による暮らしの相談活動
　日常生活の中で、いろいろな出来事・悩みが発生したときに、利用で
　きる制度やサービスを提供できる機関、協力団体とのネットワークを
　使って案内します。専門的なアドバイスを受けるお手伝いをします。

活
動
内
容

●どなたでも利用できます。
●事務所の開所時間は、平日の9時から17時までです。
　相談および取り次ぎは原則無料ですが、専門家（弁護士）等に相談す
　る場合は別途料金がかかる場合がありますので、ご了承ください。

利
用
条
件

連合大分
「労働なんでも相談」

福祉団体
「暮らしなんでも相談」
介護・医療・住まい・
共済相談など

ネットワーク
先へ取り次ぎ
法律、税務相談など

専門家のネットワーク

生活応援団生活応援団生活応援団生活応援団生活応援団
専門家のネットワークでサポートします。



(3)　第 78 号 2008年１月１日全労済大分県本部 ☎097-548-5552

お問い合せは　全労済大分県本部　　☎097-548-6031

全
労
済
大
分
県
本
部

全
労
済
大
分
県
本
部

第
３
回
理
事
会
開
催

回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

全
労
済
大
分
県
本
部

第
３
回
理
事
会
開
催

回
理
事
会
開
催

全
労
済
大
分
県
本
部

第
３
回
理
事
会
開
催

今
後
の
日
程

◆
第
４
回
理
事
会
の
開
催

２
０
０
８
年
１
月
28
日（
月
）

　

11
月
20
日
、
理
事
18
名
・
監
事

３
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
２
０

０
７
年
度
の
第
３
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、①
前
回
理

事
会
以
降
の
主
な
会
議
開
催
状
況

報
告
、②
２
０
０
６
年
度
業
績
評

価
結
果
の
開
設
と
特
徴
点
に
つ
い

て
、③
西
日
本
事
業
本
部
２
０
０

７
年
度
第
１
四
半
期
実
績
報
告
お

よ
び
県
本
部
予
算
実
績
差
異
報
告

に
つ
い
て
、④
㈶
大
分
県
勤
労
県

民
共
済
会
か
ら
の
「
共
済
契
約
の

全
労
済
移
行
に
つ
い
て
の
お
願

い
」
に
つ
い
て
、⑤
第
２
回
「
役
職

員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い

て
、⑥
共
済
金
支
払
い
に
関
す
る

自
主
的
調
査
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
、⑦
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、⑧
そ
の
他
に
つ
い
て
の
報
告

を
行
い
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、①
理
事
の
退

任
お
よ
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
確
認
に

つ
い
て
、②
そ
の
他
に
つ
い
て
の

提
案
を
行
い
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
美
化
清
掃

環
境
美
化
清
掃

活
動
２
回
目
開
催

活
動
２
回
目
開
催

環
境
美
化
清
掃

活
動
２
回
目
開
催

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
迎

え
ら
れ
、
決
意
も
新
た
に
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
も
っ
て
こ
の
１
年
が
、
幸

せ
多
い
躍
動
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
全
労
済
大
分
県
本

部
・
総
合
生
協
・
㈳
労
働
福
祉
会

館
ソ
レ
イ
ユ
・
㈶
や
す
ら
ぎ
霊
園
・

㈱
大
分
コ
ー
プ
商
事
の
各
事
業
推

進
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
こ
そ
は「
明
る
い
未

来
が
切
り
拓
け
る
よ
う
に
」「
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
元
気
な
日

本
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
」
と
の

思
い
で
す
が
、
勤
労
者
を
取
り
巻

く
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
格
差
社

会
の
到
来
・
社
会
構
造
の
変
化
に

よ
る
非
正
規
雇
用
者
の
増
大
・
労

働
組
合
の
組
織
率
低
下
・
団
塊
世

代
の
多
量
退
職
・
生
協
法
の
改
正
・

郵
政
民
営
化
・
職
域
・
地
域
の
加

入
比
率
の
変
化
・
保
険
商
品
の
銀

行
窓
口
販
売
の
全
面
解
禁
な
ど
、

全
労
済
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
契
約
者
保
護
、

経
営
健
全
性
等
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
全
労
済
は
昨

年
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

共
有
す
べ
き
全
労
済
の
変
わ
ら
ぬ

価
値
観
と
し
て
「
み
ん
な
で
た
す

け
あ
い
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
社

会
づ
く
り
」を
理
念
に
、
次
の
50
年

を
展
望
し
た
新
た
な
事
業
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

大
分
県
本
部
も
１
９
６
０
年
５

月「
大
分
県
労
済
生
協
」と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
労
働
者
福
祉
運
動
の

歴
史
的
経
過
を
踏
ま
え
「
組
合
員

の
全
労
済
」の
実
現
に
向
け
、
さ
ら

に
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
社
会
的

責
任
を
果
た
す
た
め
役
員
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

全
労
済
大
分
県
本
部
・
総
合
生

協
・
各
グ
ル
ー
プ
へ
の
変
わ
り
な

い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
節
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
み

な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
念
頭
の
挨
拶
と
し

ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

全
労
済
大
分
県
本
部

大
分
県
総
合
生
協
・
グ
ル
ー
プ

理
事
長　

羽
明　

省
三

　

快
晴
の
天
気
の
な
か
11
月
10
日

（
土
）に
第
２
回
「
役
職
員
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
と
し
て
日
出
町
の

糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
で
環
境
美
化
清

掃
活
動
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
全
労
済
の
役
職
員
を
は
じ
め
連

合
大
分
別
速
杵
国
東
地
協
の
松
島

議
長
・
矢
須
田
事
務
局
長
ら
関
係

者
を
含
め
55
名
の
参
加
の
中
、
環

境
保
護
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
後
も
引
き
続
き
奇
数
月

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　2007年11月17日（土）・18日（日）に「生活保障プラン
ナー養成講座」を開講しました。この養成講座は、協力
団体（労組等）の組合員が安心でゆとりあるくらしを目
指すため、組合員からの保障・税金・社会保障などの相
談に協力団体自ら対応できる「プランナー育成」を目的
に全労済が開講しているものです。今回の講座では労働
組合、福利厚生担当者や書記さん達が参加され31名の修
了者が新たに生まれました。全労済では今後もプラン
ナー育成に向け開催を予定しています。

◆保障内容の見直しや検討が必要であると感じました。
◆40代から考える老後のライフプランが参考になった。
◆常識として知っておくべき内容であったので、大変た
　めになりました。

生活保障プランナー生活保障プランナー
養成講座開催しました!!養成講座開催しました!!
生活保障プランナー
養成講座開催しました!!

修了者のみなさんの声（一部抜粋）

交通広告として、大分市内で大分バス（２台）・大分交通（２台）

に、こくみん共済のキャラクター「ピット君ファミリー」の

ラッピングバスを運行しています。可愛がってくださいね !

こ～んなバスが走っていま～すこ～んなバスが走っていま～す!こ～んなバスが走っていま～すこ～んなバスが走っていま～す!こ～んなバスが走っていま～す!



好評販売中!!

グリーンウッドかたしま台
●土地付注文住宅（建築条件付宅地）　●建築条件なし宅地

好評販売中!!

詳しくは、総合生協 旅行センターへお問い合せください。
TEL097-548-5515 FAX097-538-2456

旅行企画実施：大分県知事登録旅行業第2-40　総合旅行業務取扱管理者／上金靖典

第 78 号 2008年１月１日　(4)総合生協　【管理課・住宅課】☎097-548-5577  【旅行センター】☎097-548-5515

第
３
回
理
事
会
開
催

回
理
事
会
開
催

第
３
回
理
事
会
開
催

2007
年度

　

さ
る
11
月
20
日（
火
）ソ
レ
イ
ユ

に
お
い
て
２
０
０
７
年
度
第
３
回

理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
の
主
な
内
容
は
次
の
通

り
で
す
。

１
、
独
自
事
業
の
あ
り
方
検
討
委

　

員
会
報
告
に
つ
い
て

２
、
大
分
県
消
費
者
問
題
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
加
盟
に
つ
い
て

３
、
事
業
活
動
に
つ
い
て

★
住
宅
事
業
下
期
活
動
計
画

■「
か
た
し
ま
台
」、「
ゆ
め
が
丘
」、

　
「
に
じ
が
丘
」各
団
地
の
販
売

■
リ
フ
ォ
ー
ム
部
門
の
紹
介
募
集

　

活
動

★
旅
行
事
業
下
期
活
動
計
画

■
２
０
０
７
年
度
新
年
会
企
画

■
格
安
航
空
パ
ッ
ク
商
品
の
販
売

■
バ
ス
ツ
ア
ー
企
画
、販
売

■
春
の
催
事
の
取
り
組
み

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
、
お
迎
え
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
総
合
生
協
運
動
に
対
す

る
日
頃
の
ご
協
力
に
対
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
住
宅
・
旅
行
事
業

の
拡
大
に
向
け
て
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
て

ま
い
り
ま
す
。旧
年
に
倍
し

ま
す
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

スケジュール　※当日の道路事情により順番が入れ替わることがあります。

■旅行代金 昼食付き
（大人、子供同額）5,8005,800円5,8005,800円5,800円

2008年1月27日●日

佐伯（7：00）＝大分＝別府＝九重“夢”大吊橋 夢の大吊橋を体験!
＝日田＝サッポロビール新九州工場 昼食と工場見学＝高塚
愛宕地蔵尊 参拝 諸事祈願成就＝天ケ瀬温泉 サンビレッヂ 
入浴とお買い物＝別府＝大分＝佐伯（19：30頃）　

■出 発 地　佐伯・大分・別府 各地出発（添乗員が大分から同行します）

■募集人員　40名（最少催行人員30名）
■旅行代金に含まれるもの
　往復貸切バス代、大吊橋入場料、入浴料、昼食、添乗員同行
　費用
■集合場所等を明記した最終行程表を出発前にお渡しいた
　します。詳しくは係員にお尋ね下さい。
※お取消料のご案内
　15日前：無料　14～6日前：20％　7～2日前：30％　前日：40％
　当日（出発前）：50％　出発後：100％

■旅 行 日

こんな工事を行っています。こんな工事を行っています。こんな工事を行っています。こんな工事を行っています。こんな工事を行っています。

〒870-0035 大分市中央町4-1-32 総合生協会館1階

E-mail：ikenaga@sogoseikyo.jp

お問い合わせは

TEL097-513-6006 FAX097-538-2456

リフォーム課
大分県総合生協 住宅部

介護保険リフォームも承ります
建築士・福祉住環境コーディネータ
ーが、自立・介護のお手伝いとして
のリフォームをケアマネージャーさ
んと相談して施工しています。介護
保険適用認定者の方は、保険より補
助が受けられます。

2008年総合生協の新春企画

貸切バスにて各地出発!!

グリーンウッドかたしま台
●土地付注文住宅（建築条件付宅地）　●建築条件なし宅地

残りもいよいよ残りもいよいよ2828区画! お急ぎください!!区画! お急ぎください!!残りもいよいよ28区画! お急ぎください!!



(5)　第 78 号 2008年１月１日（財）県民共済会　☎097-538-2624

団体医療扶助共済
団体加入だから少ない掛金で

「病気入院・病気手術」を保障します!!

保障内容〈共済期間1年〉

病気で入院したとき
（病気入院共済金）

病気で手術したとき
（病気手術共済金）

月払掛金

20口

日額

2,000円

1回につき

1・2・4万円
1回につき

2・4・8万円
1回につき

3・6・12万円

330円 660円 990円

日額

4,000円
日額

6,000円

40口 60口 こんなときにお支払いします。

※100口まで加入できます

お支払の限度

①病気の治療を目的として入院されたとき。
②日帰り入院からお支払いします。

①病気の治療を目的として所定の手術を受
　けられたとき（入院日額の5・10・20倍）
※手術の種類によっては、対象とならない
　場合もあります。

一部の手術を除き
回数は無制限

1回の入院または
1共済期間につき
最高180日まで

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。旧
年
中
は
、
県
民
共

済
会
の
事
業
に
多
大
な
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

財
団
法
人
で
あ
る
「
県
民
共
済

会
」は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
施
行
の

「
保
険
業
法
の
一
部
改
正
」
と
六
月

に
可
決
・
成
立
し
た
「
公
益
法
人

改
革
整
備
法
」に
よ
り
、
最
長
二
〇

一
三
年
ま
で
に

①
別
組
織
を
設
立
し
て
共
済
事
業

　

を
続
け
る
の
か
？

②「
少
額
短
期
保
険
業
者
」
と
し
て

　

少
額
・
短
期
の
共
済
の
み
で
共

　

済
事
業
を
続
け
る
の
か
？

③
他
組
織
と
事
業
統
合
ま
た
は
契

　

約
移
転
を
行
い
、
共
済
事
業
を

　

廃
止
す
る
の
か
？

を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。

「
契
約
者
の
保
障
を
ど
う
守
る
の

か
」「
財
団
を
ど
う
す
る
の
か
」「
職

員
の
雇
用
を
ど
う
守
る
の
か
」
今

後
の
県
民
共
済
会
の
進
む
べ
き
道

に
つ
い
て
、
一
昨
年
十
月
か
ら
一

年
間
、
組
織
検
討
委
員
会
・
理
事

会
で
慎
重
に
模
索
・
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
新
し
い
組
織
を
設

立
し
て
も
制
度
認
可
や
経
営
面
で

か
な
り
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
し
、
労
働
者
福
祉
運
動（
共

済
事
業
）
の
窓
口
は
一
本
化
が
望

ま
し
い
等
々
の
理
由
で
、
現
段
階

に
お
け
る
最
良
の
道
は
「
全
労
済

に
事
業
統
合
ま
た
は
契
約
移
転
す

る
こ
と
だ
」と
の
結
論
に
達
し
、
昨

年
暮
よ
り
全
労
済
と
「
共
済
契
約

の
全
労
済
移
行
」
に
つ
い
て
具
体

的
な
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

三
十
年
間
に
亘
り
、
県
下
の
労

働
組
合
、
協
力
団
体
の
勤
労
者
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
育

て
て
い
た
だ
い
た
「
県
民
共
済
会
」

で
す
が
、
今
回
の
法
改
正
で
現
行

の
大
型
保
障
の
医
療
扶
助
共
済
や

長
期
契
約
の
介
護
共
済
が
運
用
で

き
な
る
こ
と
と
、
更
に
激
し
く

な
っ
て
く
る
生
損
保
と
の
競
争
の

中
で
加
入
者
の
将
来
的
な
安
心
・

安
全
を
考
え
た
時
、
労
働
者
福
祉

運
動
の
全
国
組
織
へ
の
一
本
化
が

望
ま
し
い
こ
と
か
ら
決
断
い
た
し

ま
し
た
。

　

年
明
け
と
と
も
に
具
体
的
作
業

に
入
る
「
共
済
契
約
の
全
労
済
移

行
」
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

財
団
法
人 

大
分
県
勤
労
県
民
共
済
会

理
事
長　

亀
山　

哲

　

県
民
共
済
会
で
は
、
公
益
法
人

と
し
て
、
県
内
の
勤
労
者
の
た
め

の
福
祉
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
恒
例
と

な
っ
て
い
ま
す
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

今
年
度
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
「
ア
イ
ネ

ス
」に
て
各
二
十
名
を
募
集
し
、
エ

ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
を
中
心
と
し
た

内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
職
場
で
も
家
庭
で

も
必
須
と
な
り
つ
つ
あ
る
パ
ソ
コ

ン
技
術
の
修
得
、向
上
の
た
め
、真

剣
な
眼
差
し
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

❶
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
初
中
級

　

十
月
二
十
九
日
〜

　

十
二
月
十
三
日
ま
で

　
〈
全
十
四
回
〉

❷
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
初
級

　

十
月
三
〇
日
〜

　

十
一
月
二
十
七
日
ま
で

　
〈
全
八
回
〉

パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催

第
一
回
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
よ
り
生
協
県
連
に
対
し
ま

し
て
、
各
界
の
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
世
界
は
大
き
く
変
革

期
を
迎
え
、
国
内
に
お
い
て
も
経

済
は
回
復
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
依
然
と
し
て
雇
用
問
題
を

始
め
中
小
企
業
等
で
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
個
人
消
費
も
横
ば
い

状
況
で
す
。

　

消
費
者
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

消
費
者
被
害
、Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
食
品
の
偽

装
表
示
等
の
食
の
安
全
な
ど
、
現

実
の
不
安
に
年
金
や
税
な
ど
の
将

来
的
不
安
、
石
油
原
価
の
高
騰
か

ら
す
べ
て
の
商
品
の
価
格
上
昇
等

で
生
活
苦
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
消
費
者
問

題
で
は
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
消

費
者
団
体
や
学
識
経
験
者
で
特
定

非
営
利
活
動
法
人
「
大
分
県
消
費

者
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立

し
、
本
年
度
か
ら
具
体
的
活
動
を

開
始
し
、消
費
者
に
対
し
て
、各
種

消
費
者
被
害
の
調
査
、
情
報
提
供
、

救
済
活
動
事
業
等
を
行
い
、
消
費

者
の
人
権
擁
護
及
び
社
会
教
育
の

推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
和
の
問
題
で
は
、

人
々
の
平
和
の
願
い
に
逆
行
し
イ

ラ
ク
戦
争
は
泥
沼
化
し
、
中
東
や

ア
ジ
ア
な
ど
の
戦
争
と
報
復
テ
ロ

は
、
罪
の
な
い
多
く
の
市
民
を
死

と
恐
怖
に
陥
り
、
新
た
な
憎
し
み

と
緊
張
を
生
み
出
し
、
ま
た
北
朝

鮮
の
核
開
発
の
動
き
も
危
惧
さ
れ

る
中
、戦
争
の
悲
惨
さ
、二
度
と
戦

争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
昨
年
は

敗
戦
・
被
爆
62
年
と
し
て
の
取
り

組
み
、
大
分
県
に
お
け
る
戦
争
遺

跡
め
ぐ
り
を
実
施
し
、
改
め
て
平

和
の
大
切
さ
を
学
ま
し
た
。環
境

問
題
も
地
球
温
暖
化
等
地
球
規
模

で
の
環
境
破
壊
を
克
服
し
、
21
世

紀
を
担
う
子
ど
も
だ
ち
が
未
来
に

希
望
を
も
っ
て
生
き
生
き
と
安
心

し
て
く
ら
せ
る
社
会
を
創
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

大
分
県
に
お
け
る
生
協
運
動

は
、
県
生
協
連
合
会
に
結
集
す
る

生
協
は
、12
生
協
と
な
り
、組
合
員

数
は
延
べ
43
万
人
に
達
し
、
年
間

事
業
高
も
285
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。時
代
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
お
り
、
生
協
運
動
に
お
い
て

も
59
年
ぶ
り
に
生
協
法
が
大
幅
に

改
正
さ
れ
、
発
展
の
力
と
な
る
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
構
築
、
事
業
と
活
動

新
年
の
ご
挨
拶

大
分
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会
長
理
事　

足
立　

勇
一

　

大
分
県
生
協
連
に
加
盟
す
る
、

県
下
12
生
協
の
役
職
員
の
代
表
90

名
が
参
加
し
て
、「
役
職
員
研
修

会
」が
11
月
22
日（
木
）、
大
分
市
全

労
済
会
館
ソ
レ
イ
ユ
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
会

は
ま
ず
、

生
活
協
同

組
合
コ
ー

プ
お
お
い

た
全
域
活

動
理
事
の

綿
末
し
の

ぶ
さ
ん
が
総
合
司
会
者
と
な
っ

て
、始
ま
り
、主
催
者
を
代
表
し
て

足
立
県
生
協
連
会
長
が
「
大
分
県

消
費
者
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設

立
と
個
人
会
員
の
募
集
に
つ
い
て

の
協
力
と
、
生
協
法
改
正
が
59
年

ぶ
り
に
大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
る

が
、
各
生
協
で
の
研
修
や
検
討
に

つ
い
て
は
十
分
に
対
応
す
る
た
め

に
も
今
回
の
研
修
会
を
い
か
し
て

ほ
し
い
こ
と
か
ら
開
催
し
た
」
旨

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
来
賓
の
あ
い
さ
つ

で
、
大
分
県
生
活
環
境
部
県
民
生

活
・
男
女
参
画
課
課
長
の
安
見
美

代
子
氏
は
、「
生
協
の
行
政
に
対
す

る
生
協
に
感
謝
し
、
行
政
と
し
て

消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
の
受
け
皿

づ
く
り
や
、
災
害
協
定
に
つ
い
て

積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。共

に
協
力
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
」、
日

本
生
協
連
合
会
九
州
地
連
事
務
局

の
近
藤
美
和
子
氏
は
、「
全
国
や
九

州
の
生
協
の
状
況
や
生
協
法
改
正

の
状
況
に
つ
い
て
」、
顧
問
の
亀
山

哲
氏
と
小
野
弘
利
氏
を
代
表
し
て

大
分
県
議
会
議
員
の
小
野
弘
利
氏

か
ら
は
、「
時
代
は
変
わ
っ
て
き
て

い
る
が
、
生
協
の
本
来
の
原
則
を

守
り
、
役
割
を
は
た
し
て
ほ
し
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
日
本
生
活
協
同
組
合

連
合
会
専
務
理
事
の
品
川
尚
志
氏

と
改
正
生
協
法
対
策
室
の
小
嶋
幹

雄
氏
か
ら
、「
改
正
生
協
法
に
つ
い

て
」と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
内
容
は
、①
生
協
法
改

正
の
意
味
と
活
か
す
方
向
、②
改

正
生
協
法
の
概
要
と
対
応
課
題
の

全
体
像
、③
組
織
・
運
営
規
定
の

考
え
方
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
見
直
し
の

に
お
い
け
る
公
益
性
の
充
実
、
新

た
な
連
帯
政
策
と
暮
ら
し
へ
の
貢

献
度
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
組
合
員
の
信
頼
と
社
会
の
期

待
に
こ
た
え
ら
れ
る
生
協
を
つ
く

り
あ
げ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
関
係
各
位
、
皆
様
方
の
ご
指

導
・
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

視
点
、
参
考
と
し
て
役
員
選
出
制

度
の
検
討
の
た
め
に
、
改
正
生
協

法
の
も
と
で
の
監
事
・
監
査
制
度

の
あ
り
方
、①
組
織
・
運
営
規
定

に
関
す
る
施
行
時
期
に
つ
い
て
、

系
統
だ
っ
た
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
生
協
法
改
正
の
背
景

は
、①
食
の
安
全
へ
の
取
り
組
み

を
は
じ
め
と
す
る
事
業
を
通
じ
て

社
会
的
役
割
の
発
揮
や
福
祉
活
動

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
か
ら
、
生

協
の
社
会
的
貢
献
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。②
生
協
の
発
展
の
中

で
経
済
事
業
主
体
と
し
て
の
責
任

も
増
大
し
て
お
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
強
化
が
必
要
な
っ
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。③
生
活
圏
の
拡

大
等
を
踏
ま
え
、
県
域
規
制
に
つ

い
て
例
外
的
に
県
を
越
え
た
区
域

の
設
定
が
で
き
る
ケ
ー
ス
を
定
め

る
と
と
も
に
、
地
域
貢
献
等
の
見

地
か
ら
員
外
利
用
な
可
能
な
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
法
令
で
具
体
的
に
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
規
制

緩
和
が
図
ら
れ
た
。④
生
協
の
医

療
・
福
祉
事
業
と
と
も
に
、
広
い

意
味
で
の
福
祉
活
動
が
評
価
さ

れ
、
双
方
が
あ
い
ま
っ
て
発
展
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
、
こ
れ
を
受
け
て
医
療
・
福
祉

事
業
が
生
協
の
事
業
と
し
て
法
律

上
明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
区
分
経

理
な
ど
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
。

⑤
共
済
事
業
に
つ
い
て
、
契
約
者

保
護
の
観
点
か
ら
規
制
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
、
一
定
規
模
以
上
の

共
済
事
業
を
行
う
場
合
の
兼
業
規

制
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

主
な
背
景
で
あ
り
ま
す
。

改
正
生
協
法
に
備
え
て
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
は
十
二
支
の
始
ま
り
の
子

年
で
す
が
、
医
療
を
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
幕
開
け
で

す
。
小
泉
内
閣
５
年
間
と
、
続
く

安
倍
内
閣
で
も
社
会
全
般
に
わ
た

る
構
造
改
革
を
断
行
し
て
き
た
結

果
、
社
会
格
差
が
拡
大
し
、
国
民

生
活
の
困
難
さ
を
際
立
た
せ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
一
昨
年
成

立
し
た
医
療
制
度
改
革
関
連
法
の

多
く
の
部
分
が
今
年
４
月
か
ら
実

施
に
移
さ
れ
ま
す
。
そ
の
柱
は
新

た
な
負
担
を
高
齢
者
に
求
め
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
ど
の
く
ら
い
の
国

民
が
知
っ
て
い
る
の
か
と
、
そ
の

効
果
に
早
く
も
疑
問
が
投
げ
掛
け

ら
れ
て
い
る
「
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
」
で
す
。

　

医
療
制
度
改
革
で
は
短
期
、
中

期
、
長
期
に
分
け
て
医
療
費
の
抑

制
を
図
っ
て
い
く
方
法
を
網
羅
し

て
い
ま
す
。
短
期
的
に
は
公
費
削

減
、
患
者
負
担
引
上
げ
な
ど
で
す
。

中
・
長
期
的
に
は
都
道
府
県
ご
と

の
医
療
費
適
正
化
計
画
策
定
、
療

養
病
床
削
減
、
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
な
ど
で
、
福
田
内
閣
は

こ
の
方
針
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙

の
結
果
は
、
こ
う
し
た
社
会
保
障

制
度
の
後
退
な
ど
の
社
会
不
安
に

対
す
る
民
意
の
表
れ
で
し
た
。
私

た
ち
医
療
生
協
は
、
医
療
崩
壊
の

動
き
に
対
抗
し
て
地
域
医
療
の
充

実
、
発
展
と
患
者
の
権
利
の
た
め

に
運
動
、
努
力
、

責
任
を
果
た
し

て
い
き
ま
す
。

　人々から平和な暮らしを奪った激動の時代。しかし、そこには父と母
が信じ合い、子供たちを守り抜く家族の愛があり、他人同士でも困った
時は助け合う思いやりがありました。そんな日本が失いかけている心を
描き、困難な時にこそ信じるものは何かを問いかける感動品。それが映
画『母べえ』です。
　この映画は、主演の吉永小百合さんが原作を気に入り、山田洋次
監督に話を持ち込んで制作が実現しました。映画の中では「現代の
すべての人たちがもう一度考えるべき問題」を提起していて、多くの方
に観ていただくために日生協医療部会が創立50周年事業として観
賞運動に取り組んでいます。大分協和病院と佐伯診療所に全国
共通観賞券を準備していますのでご利用ください。（1月26日まで）

医
療
崩
壊
を
許
さ
な
い
運
動
を
！

医
療
崩
壊
を
許
さ
な
い
運
動
を
！

医
療
崩
壊
を
許
さ
な
い
運
動
を
！

　年末恒例の「もちつき大会」を12月15日に行
いました。今年も勤労協や地元自治会の方々の
加勢をいただいて、約40kgの餅を２時間ほどで
つきあげました。
　今年は、３歳の双子姉妹の飛び入りもあって
賑やかな餅つきになり、つきたての餅は来院者
や入院の患者さんたちに振る舞われました。

仲良く もちつき仲良く もちつき仲良く もちつき仲良く もちつき仲良く もちつき

熱戦

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

地
域
の
組
合
員
活
動
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
「
大
分
協
和
病
院

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
地

元
勤
労
協
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
得

て
12
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
18
回
目
と
な
る
大
会
に

は
新
参
加
の
３
チ
ー
ム
を
加
え
て

市
内
各
地
か
ら
24
チ
ー
ム
が
集

ま
っ
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
連
覇
を
狙
う
「
日
岡
レ
ビ
ン
」

を
ど
の
チ
ー
ム
が
阻
止
す
る
の
か

が
注
目
の
一
つ
で
し
た
が
、
予
選

の
初
戦
で
強
豪
の
稙
田
カ
ラ
ー
ズ

を
僅
差
で
破
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
も
厳
し
い
戦
い
を
制
し
て

優
勝
し
、
来
年
の
県
生
協
連
の
大

会
へ
の
出
場
権
も
手
に
し
ま
し
た
。

●
優　

勝　

日
岡
レ
ビ
ン

●
準
優
勝　

リ
バ
ー
ス
藤

●
第
三
位　

Ｏ
・
Ｓ
・
Ｐ

●
第
四
位　

Ft
マ
ッ
ク
ス

価格
一般前売券 １,３００円
当 日 券 １,８００円９００円 参

考

※大分での上映＝１月２６日より、Ｔジョイパークプレイス大分・シネフレックス東宝１１

を
観
よ
観
よ
う！

を
観
よ
う！
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
度
は
、
政
府
が
進

め
る
行
財
政
改
革
に
よ
っ
て
格
差

社
会
の
歪
み
が
よ
り
一
層
明
確
に

な
り
、
私
た
ち
働
く
仲
間
の
生
活

状
況
も
悪
化
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
労
金
運
動

は
確
実
に
前
進
、
拡
大
し
て
お
り
、

会
員
団
体
や
運
営
委
員
会
・
推
進

委
員
会
の
役
員
を
は
じ
め
多
く
の

労
働
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

物
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
四
年
振
り
に

県
内
推
進
委
員
が
一
同
に
介
し
た

研
修
会
開
催
や
サ
ラ
金
等
の
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
撤
廃
の
一
千
万

人
署
名
取
組
み
成
果
と
し
て
消
費

者
金
融
に
対
す
る
法
改
正
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
働

く
者
の
福
祉
金
融
機
関
と
し
て
、

高
金
利
に
苦
し
む
勤
労
者
の
救
済

や
予
防
取
組
み
と
し
て
多
重
債
務

対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
法
律
の

専
門
家
と
の
提
携
に
よ
る
相
談
体

制
の
強
化
、
可
処
分
所
得
向
上
を

目
指
し
た
借
換
え
運
動
強
化
月
間

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
こ
の
【
し
あ
わ
せ
創
造

運
動（
労
働
者
の「
生
活
設
計
」「
生

活
防
衛
」「
生
活
改
善
」）】
を
労
金

運
動
の
基
盤
と
し
て
更
な
る
前
進

に
向
け
た
運
動
の
展
開
を
広
め
、

家
計
の
健
康
作
り
に
貢
献
し
な
が

ら
、「
安
心
・
安
全
・
健
全
」
な
ろ

う
き
ん
の
充
実
化
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

　

更
に
、
団
塊
世
代
の
方
々
の
退

職
期
が
到
来
し
、
少
子
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
に
真
摯
に
取
組
み

「
ろ
う
き
ん
友
の
会
」
加
入
に
よ

る
、
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

お
付
き
合
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
若
い
組
合
員
の

労
金
運
動
三
画
と
し
て
、
フ
レ
ッ

シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
フ
ッ

ト
サ
ル
企
画
等
の
取
組
継
続
を
行

い
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
は
ネ
ズ
ミ
で
あ

り
、
労
金
は
幅
広
い
労
働
者
の
結

集
を
、
ネ
ズ
ミ
算
の
よ
う
な
会
員

加
入
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の

で
、「
オ
ラ
が
労
金
」
へ
昨
年
同
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
、
今
年
も
輝
か

し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

九
州
労
働
金
庫
大
分
県
本
部

県
本
部
長　

南　

征
一
郎

九
州
労
働
金
庫
別
府
支
店

二
〇
〇
八
年
私
の
抱
負

我
が
支
店
の
ホ
ー
プ

我
が
支
店
の
ホ
ー
プ

我
が
支
店
の
ホ
ー
プ

眞
島　

唯

新
年
の
ご
挨
拶

労
金
各
支
店
の
年
男
、
年
女
の
若

手
ホ
ー
プ
を
毎
号
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

職
場
、支
店
で
お
会
い
し
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
昨
年
４

月
九
州
労
働
金
庫
に
入
庫
し
、
現

在
は
別
府
支
店
で
預
金
窓
口
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
今
年
の
抱
負
は
「
あ
り
が

と
う
」
を
た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
る

年
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
福
岡
出
身
で
社
会
人
と

な
っ
て
初
め
て
大
分
に
来
ま
し

た
。最
初
は
知
ら
な
い
土
地
、
人
、

仕
事
と
い
う
環
境
に
と
て
も
不
安

を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
働
い
て

い
く
中
で
、
同
じ
支
店
の
方
々
や

ろ
う
き
ん
に
ご
来
店
下
さ
る
お
客

様
を
は
じ
め
と
し
て
大
分
の
方
々

の
人
柄
、
土
地
柄
に
温
か
さ
を
感

じ
、
今
で
は
楽
し
く
過
ご
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

支
店
の
方
々
に
は
、
失
敗
し
た

時
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
も
ら
っ
た

り
、
教
わ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

又
、
窓
口
に
お
い
で
に
な
ら
れ
る

お
客
様
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。昨
年
は
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
毎
日
感
謝
す
る
ば
か
り
の

一
年
で
し
た
。で
す
か
ら
今
年
は

そ
の
分
、
少
し
で
も
多
く
の
方
の

お
役
に
立
て
る
年
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
が
困
っ
た
時
に
、
ろ
う

き
ん
へ
相
談
し
た
い
と
思
う
よ
う

な
支
店
作
り
、
そ
し
て
利
用
し
て

良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
接

客
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
更
に
勉
強
し
、

知
識
を
高
め
何
が
お
客
様
や
一
緒

に
働
く
人
に
と
っ
て
一
番
良
い
こ

と
か
を
考
え
、
行
動
出
来
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
庫
二
年
目
の
私
に
は
、
ま
だ

ま
だ
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
日
々
成
長
す
る
向
上
心
と

人
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を
忘
れ
ず

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

大分県は勤労者福祉支援策として、

中小企業にお勤めの方（労金会員も可）へ労働金庫と提携した

ご利用しやすい各種ローン制度を設けており、

例えば「教育ローン」なら以下のとおりです。

大分県提携融資制度をご存知ですか？
中小企業にお勤めの方へ

※保証期間の承諾がいただけ無い場合は融資をお断りする場合があります。　※総融資枠に達した時点で、ご融資をお断りする場合があります。

融 資 額

是非とも県内の労金各支店へお気軽にお尋ねの上、ご利用ください。

最高２００万円以内 融資金利 年２.２６％（固定：保証料別）
返済期間１０年以内（最長据 4年以内の据置期間を含みます。）
保証料率０.７％又は１.２％が必要です。 年間総融資額５２０万円


